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　研究を終了しましたので、下記の通り報告します。
	成果の概要
　Abstract
（和文）

大質量星のコアが重力崩壊して、超新星爆発を起こさずにブラックホールになってしまうケースについて、住吉らとの共同研究によってニュートリノバーストが高密度物質の状態方程式のプローブとなりうることを明らかにした。40太陽質量の星のコアの重力崩壊からブラックホール形成に至る数値シミュレーションにより、コアバウンス、衝撃波の停滞の後、原始中性子星が再び重力崩壊を起こすまでの時間が、高密度物質の状態方程式によって大きく異なり、ニュートリノによる観測で区別できることなどを明らかにした。また、細田を中心に自己重力系の２次元軸対称流体計算コードを用いて，ブラックホールを覆う星の外層のダイナミクスと、HR図上での軌跡を求め，その進化を解析した。小野との共同研究として、ダークエネルギーに関して提唱されているさまざまなモデルについて、超新星背景ニュートリノのフラックスやエネルギースペクトルを計算し、超新星背景ニュートリノがダークエネルギーのモデルからどのような影響を受けるのかを調べた。その結果、現行の観測機器でダークエネルギーの判別は困難であるが、検討されている次世代大型観測施設を使えば、GCGモデルから期待される観測イベント数は、統計誤差を考慮しても他のXCDMモデルやHolographic DEモデルと区別が可能であることを示した。
（英文）

We investigate the core collapse of massive stars in the collaboration with Sumiyoshi and others. In the case of black-hole formation with failed explosion, we found that neutrino burst will be an useful probe into the equation of states for the high density matter. Time duration of neutrino burst until the proto neutron star recollapses to a black hole varies with the nuclear EOS. In addition, Hosoda investigated the dynamics of the stellar envelope with 2D hydrodynamics code and analyzed the evolutional track in the HR diagram.

In the collaboration with Ono, we also study dependence of supernova relic neutrino spectra on dark energy models. We found that the expected number of neutrino events in the detector of next generation for the GCC dark energy model could be distinguishable from those for the XCDM model and holographic dark energy model. 
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